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供給されその国の人のために役に立っていることについて.献血者は
誇りを持って協力していることが表明された.

0 以上の点を踏まえ. WGとしては.連産品として製造され国内に供
給されている以上の余剰分については.その血費分画製剤の供給を受
けられない国の医療ニ-ズを支援する観点から.可能な量の範囲内で
期間を区切りながら提供する方策を検討すべきであると考えるoなお.
このような対応については,その趣旨と内容を情報提供することで.
献血者の理解と協力は得られるものと考える.
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